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◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名

議会事務局長 藤村 孝志

議会事務局次長 大島 康作
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開会 午前１０時００分

◎議長（林 茂議員）

おはようございます。

さて、７月の大雨により発生した静岡県熱海市の土石流災害を始め、７月から８月にか

けて幾度になる豪雨により、全国各地で多くの被害が発生いたしました。改めまして貴い

命を失われた方々に対しまして哀悼の意を表しますとともに、被災されました皆様に心か

らお見舞いを申し上げます。

ただいまの出席議員は１８名であり、定足数に達しておりますので、これより令和３年

９月美馬市議会定例会を開会いたします。

なお、藤田市長からのご挨拶につきましては、提案理由の説明の際に併せてお願いする

ことにいたします。

ただいまから本日の会議を開きます。

日程に入るに先立ち、諸般の報告を行います。

議長諸般の報告といたしまして、主なものについて報告をいたします。

まず、８月２日、令和３年８月徳島県後期高齢者医療広域連合議会定例会が徳島市で開

催され、出席をいたしました。

次に、８月５日、徳島県町村議会議員研修会が徳島市で開催され、副議長と共に出席を

いたしました。

次に、８月１２日、東京２０２０パラリンピック採火式が小星園で開催され、出席をい

たしました。

次に、監査委員から令和３年５月分から７月分の例月出納検査についての報告が提出さ

れております。関係書類につきましては、事務局に保管をしておりますので、必要に応じ

てごらんいただきたいと思います。

以上で諸般の報告を終わります。

これより、本日の日程に入ります。

本日の議事日程は、ご配付の日程表のとおりでございます。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第８８条の

規定により、１３番 片岡栄一君、１４番 原政義君、１５番 川西仁君を指名いたしま

す。

日程第２、会期の決定についてを議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は８月３１日の議会運営委員会の決定のとおり、本

日から１０月１日までの２５日間といたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認め、本定例会の会期は本日から１０月１日までの２５日間とすることに決

定いたしました。

なお、会期中の会議日程につきましては、ご配付のとおりといたしたいと思いますので、
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よろしくお願いいたします。

日程第３、議案第５８号、美馬市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例

の制定についてから議案第６５号、美馬市過疎地域持続的発展計画の策定についてまでの

８件を一括して議題といたします。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

皆さん、おはようございます。

本日、令和３年９月美馬市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれま

しては、ご出席を賜り、誠にありがとうございます。また、日頃は市勢発展のため、ご理

解、ご協力を賜っておりますことにつきましても、厚くお礼を申し上げる次第であります。

最初に、８月中旬に日本列島全域に影響を与えた大雨についてであります。

１週間以上にわたって日本列島に大雨をもたらした停滞前線の影響により、西日本と東

日本太平洋側を中心に非常に激しい雨が降り続き、河川の決壊や土砂崩れが発生するなど、

甚大な被害がもたらされましたことは、誠に残念なことであります。被災をされた全ての

皆様方に心からお見舞いを申し上げます。

本市では、長期にわたる降雨の中、８月１８日には穴吹町古宮地区に、翌１９日には木

屋平地区に避難指示を発令し、市内５か所に避難所を開設いたしました。幸い、特に大き

な被害はありませんでしたが、今後とも決して気を緩めることなく、市民の皆様の安全・

安心を守るため、しっかりと防災、危機管理体制を整えてまいります。

次に、新型コロナウイルス感染症についてであります。

新たな変異株が日本で初確認される中、感染力が強く、重症化しやすいとされるデルタ

株の影響による第５波となる感染が全国的に広がっております。

こうした影響を受け、８月２７日には、緊急事態宣言の対象区域は２１都道府県に、ま

たまん延防止等重点措置区域は１２県において発令をされており、４７都道府県の約７割

を占めているところであります。

また、県内において、県民に警戒を促すとくしまアラートは、５段階で最高レベルとな

る特定警戒が８月１９日に初めて発令をされ、本市においても８月１日以降、２３名の方

の感染が確認をされております。

市民の皆様方におかれましては、改めて都道府県をまたぐ移動の自粛やマスクの着用、

手洗い、手指消毒など基本対策の徹底を始めとする感染防止対策をお願いいたします。

一方、新型コロナウイルス感染症感染防止対策の決め手とされるワクチン接種でありま

すが、本市におきましては、９月６日時点で満１２歳以上の市民の約７７.７％の方が予

約をしていただいている状況であります。接種につきましては、６５歳以上の高齢者や基
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礎疾患をお持ちの方などを対象に医療機関での個別接種を実施しておりましたが、８月８

日からは１６歳から５９歳までの方や消防団員で未接種の方を対象に集団接種を実施し、

８月８日、１５日、２２日の３日間で合わせて８３１名の皆様が１回目の接種を終えてお

ります。

ワクチン接種に当たり、市内医療機関の皆様には、資材や人材の投入、また接種体制の

工夫など、安全かつ確実な接種にご協力をいただいており、心より感謝を申し上げる次第

であります。

今後におきましても、希望される方が一日も早く接種できる体制を確保するとともに、

接種に関する正しい情報発信に努め、多くの方に接種をしていただきたいと考えておりま

す。

さて、７月２３日から５７年ぶりに東京で開催をされました東京２０２０オリンピック

では、日本がこれまでで最多となる金メダル２７個を、そして８月２４日から開催をされ

ました東京２０２０パラリンピックにおいても金メダル１３個を獲得という快挙を成し遂

げました。パラリンピックの開催に先立ち、８月１２日には、脇町の小星園において聖火

採火式が挙行されました。採火した「美馬市の火」は、県内２４市町村の火を集めてとも

された「徳島県の火」として東京に送り出され、大会の気運を醸成してまいりました。コ

ロナ禍という異例の状況の下、ほとんどの競技が無観客で行われるなど様々な困難があり

ましたが、それぞれの競技でアスリートの皆様の活躍が見られ、熱く盛り上がった大会と

なり、スポーツを通して努力することのすばらしさや、人と人とのつながりの大切さを改

めて感じることができた、記憶に残る大会となりました。

さて、本定例会には、令和３年度一般会計補正予算などの議案を提案させていただいて

おりますが、提案理由をご説明申し上げます前に、当面する市政の課題と主要施策につき

ましてご報告を申し上げ、議員各位を始め、市民の皆様方のご理解とご協力を賜りたいと

存じます。

最初に、「未来へつなげる！市民の誰もが思いを実現し、健康で活躍できるまちづく

り」であります。

「美しく駆ける 活躍都市 美馬」を創造していく子どもたちへ、その能力や可能性を

伸ばす教育を行うことは何よりも重要であります。本市におきましては、国のＧＩＧＡス

クール構想に基づき、令和２年度に校内ＬＡＮの高速大容量化と１人１台のタブレット端

末の整備を行っており、本年度から全ての小中学校の児童生徒が一人ひとりの専用のタブ

レットを持ち、授業での活用が始まっております。学校内には、授業だけではなく、休み

時間にもタブレットを使って調べものや課題に取り組む子どもたちの姿があり、好奇心を

広げ、学習に役立つ身近なツールとして、タブレット端末の積極的な活用が図られており

ます。

また、感染症による臨時休校などへの備えとして、タブレット端末を活用して、家庭で

も学習することができるクラウド型学習教材を導入しておりますが、家庭でのタブレット

端末の活用に支障を来さぬよう、持ち帰り用の電源アダプターを全ての小中学校の児童生

徒に配布をするための予算を本定例会に提案させていただいております。
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こうした対策により、学びのセーフティネットとしての機能強化を図るとともに、多様

な学習機会を確保してまいります。

次に、「元気な美馬！賑わいがあり『ひと』と『しごと』が好循環するまちづくり」に

取り組むための観光プロモーションプロジェクト推進事業についてであります。

この事業は、アフターコロナにおける観光客の回復を見据えた観光プロモーションを展

開するとともに、ロケツーリズムを通じて、既存の観光資源の付加価値を高め、ロケ地を

巡る聖地巡礼など、新たな観光資源の発信による新規の観光誘客を図るものであります。

具体的には、企業版ふるさと納税を活用し、テレビドラマのロケ誘致や撮影支援を行う

とともに、ロケ終了後には、テレビドラマのコラボ商品の開発やドラマに関連したツアー

の造成を行うものでありまして、本定例会に関連予算の提案をさせていただいております。

次に、「未来の暮らしを守る！安全・安心、快適な環境で便利に生活できるまちづく

り」であります。

代替バス事業の終了による新たな運行形態となる自家用有償旅客運送事業についてであ

ります。

本市の代替バスは、民間事業者の撤退を受け、平成３年から当時の穴吹町と木屋平村に

より運行を開始し、現在は穴吹・木屋平線、穴吹・道の駅うだつ線、滝の宮・剣山線の３

路線を運行しております。高齢化が進んでいる地域にとりまして、この代替バスは地域の

交通弱者の暮らしを支える唯一の公共交通機関でありますが、穴吹・木屋平線の乗客数は

平成２８年度以降、１便当たり１人に満たない状況が続くなど、見直しが必要となってお

りました。そこで、６月に開催をいたしました美馬市地域公共交通会議では、今年度末で

代替バス事業を終了し、令和４年度以降、木屋平地区においてデマンド型交通となる予約

制の自家用有償旅客運送で運行することについて、承認をいただきました。新たな運行形

態に切り替えることにより、コストの削減や利便性の向上を図るとともに、木屋平地区に

おける人口減少に伴う課題への対応や地域活性化にもつなげることができるよう準備を進

めてまいります。

次に、分散避難対応備蓄物資等購入支援事業の結果についてであります。

新型コロナウイルス感染症の蔓延下における複合災害への対応策の一つとして、分散避

難が推奨されていることを踏まえ、市民の皆様に備蓄物資の購入支援を行ってまいりまし

た。その結果、約半数の世帯が本事業をご活用いただき、特に子育て世代の３０歳代と４

０歳代の世帯での申込割合が高い結果であった一方、単身世帯や８０歳代以上の高齢者世

帯では申込が低調でございました。

今後は、単身世帯や高齢者世帯に的を絞った防災啓発活動を行うなど、南海トラフ巨大

地震を始めとした大規模災害や複合災害に備えた、防災・減災のまちづくりを強力に進め

てまいります。

次に、「未来のために！市民と行政がともに進める持続可能なまちづくり」であります。

今月１日にデジタル庁が発足をし、デジタル社会に向けた取組が加速する中、本市にお

いては、本年度、美馬市版デジタルトランスフォーメーション推進計画の策定を進めてお

り、市民の皆様の利便性の向上や生活の変革につながる計画とするための柱として、次の
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六つの重点施策を盛り込みたいと考えております。

一つ目に行政手続のスマート化、二つ目にマイナンバーカードの普及促進、三つ目に庁

内情報システムの最適化、四つ目にデジタルデバイドの解消、五つ目に官民データの活用、

ＥＢＰＭ（エビデンス・ペースト・ポリシー・メイキング）、証拠に基づく政策立案の推

進と地域社会のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進、そして六つ目にデジ

タル専門人材の活用であります。これらの重点施策により、市民の皆様の利便性の向上と

業務の効率化、そして行政サービスの更なる向上につなげていくとともに、誰一人取り残

さないデジタル社会の実現に向け、本市ならではの計画となるよう、国の施策と歩調を合

わせ、進めてまいります。

それでは、上程をいただきました議案の概要につきまして、ご説明を申し上げます。

最初に、議案第５８号、美馬市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の

制定についてであります。

この案件は、本年４月１日に施行されました過疎地域の持続的発展の支援に関する特別

措置法第２４条の規定により、地方税の課税免除や不均一課税に伴う措置がなされたため、

条例の制定を行うものであります。

次に、議案第５９号、美馬市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

についてであります。

この案件は、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律第５５条の

規定による行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一

部改正に伴い、同法の項ずれが生じたことから、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第６０号、美馬市手数料条例の一部改正についてであります。

この案件は、特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法律が制

定をされたことに伴い、同法の規定による給付金の支給を受けようとする者の戸籍事項の

証明に係る手数料を免除することなど、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第６１号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第５号）であります。

今回の補正予算は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億３,６００万円を追加

し、補正後の歳入歳出予算の総額を２０４億２,７００万円とするものであります。この

うち総務費につきましては、脇町小星地区に建設中の地域共生交流施設における備品等の

整備に関する経費として２,１２０万円を、また同じく脇町小星地区に建設予定の防災用

物資集積拠点の設計業務委託料として９１０万円を計上しております。

衛生費につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業としてコールセ

ンター設置・運営業務委託料など、本年１０月以降の運営経費として１,０９６万５,００

０円を計上しております。

農林水産業費につきましては、木屋平搾汁施設の改修や鶏舎の新設など、農業者団体等

に対する補助金として１,５９７万１,０００円を計上しております。

商工費につきましては、企業版ふるさと納税を活用したテレビドラマのロケ誘致から観

光シティプロモーションを図り、ロケツーリズムの造成を軸とした「儲かる観光」を推進
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するための事業費として６,０００万円を計上しております。

また、脇町劇場楽屋の空調設備の更新や公園遊具の設置などに要する経費として９３１

万７,０００円を計上しております。

土木費につきましては、補助金の交付内示を受けた県単急傾斜地崩壊対策事業の工事請

負費として４５０万円を、また消防費につきましては、消防団詰所等整備事業の工事請負

費と監理委託料、合わせて７,４１０万円を計上しております。

以上が一般会計補正予算の概要であります。

次に、議案第６２号、令和３年度美馬介護保険特別会計補正予算（第１号）につきまし

ては、過年度分の地域支援事業費の精算に伴う返還金を計上しております。

次に、議案第６３号、令和２年度美馬市一般会計歳入歳出決算及び特別会計歳入歳出決

算認定について及び議案第６４号、令和２年度美馬市公営企業会計決算認定についてであ

ります。

この２議案につきましては、市の一般会計及び特別会計並びに公営企業会計の令和２年

度決算について監査委員の意見を付しまして、議会の認定をお願いするものであります。

次に、議案第６５号、美馬市過疎地域持続的発展計画の策定についてであります。

この案件は、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が制定されたことを受け、

令和３年度から５年間を計画期間とする美馬市過疎地域持続的発展計画を策定するもので、

同法第８条第１項の規定により、議会の議決を求めるものであります。

このほか、本定例会には、後ほどご説明をさせていただきます人事案件が４件、専決処

分の承認案件が１件、報告案件が３件の合わせて１６件を提案させていただいております。

このうち人事案件４件につきましては、本日、先議をお願いしたいと存じますので、よろ

しくお取り計らいをお願いいたします。

ご審議を賜り、原案のとおりご可決及びご同意をくださいますようお願いを申し上げま

して、私からのご挨拶及び提案理由の説明とさせていただきます。

どうぞよろしくお願いをいたします。

◎議長（林 茂議員）

ここで、議案第６３号、令和２年度美馬市一般会計歳入歳出決算及び特別会計歳入歳出

決算認定について及び議案第６４号、令和２年度美馬市公営企業会計決算認定についての

２件につきまして、監査委員から決算審査の結果の報告をいただきたいと思います。

◎代表監査委員（喜多輝光君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

喜多代表監査委員。

［代表監査委員 喜多輝光君 登壇］

◎代表監査委員（喜多輝光君）

おはようございます。監査委員の喜多でございます。

議長よりご指名をいただきましたので、美馬市監査委員を代表いたしまして、令和２年

年度美馬市一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況審査及び令和２年度美
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馬市公営企業会計決算審査の概要についてご報告申し上げます。

市長から審査に付されました各会計決算並びに各会計決算事項別明細書、実質収支に関

する調書、財産に関する調書、証書類及び基金運用状況調書、更には公営企業会計決算、

証書類及びその他関係書類について、地方自治法並びに地方公営企業法に準拠して作成さ

れているかどうかを確かめ、これらの計数の正確性と事務処理の適法性を検証するため、

去る７月２８日から８月３日まで議会選出の片岡監査委員と共に審査を実施いたしました。

なお、審査に当たりましては、関係課等から資料の提出を求め、併せて関係職員から説

明を受け、審査の参考といたしました。

それでは初めに、一般会計及び特別会計について、次に公営企業会計について決算審査

報告をいたします。

まず、一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況についてでございます。

審査の結果、それぞれ計数に誤りはなく、予算の執行及び会計収支に関する事務の処理

は適正に行われていることを確認いたしました。詳細につきましては、お手元の審査意見

書のとおりでございますが、その概要について一部ご報告をさせていただきます。なお、

金額につきましては千円単位とし、単位未満を四捨五入でのご報告とさせていただきます

ので、ご了承いただきます。

一般会計における歳入決算額は２４０億２６５万２,０００円で、前年度決算額に比べ

まして１８.９％の増となっており、予算現額に対する収入率は９８.０％であります。一

方、歳出決算額は２３２億５,３２１万１,０００円で、前年度決算額に比べまして１９.

３％の増となっており、予算現額に対する執行率は９４.９％であります。

従いまして、歳入歳出差引額は７億４,９４４万１,０００円となりまして、翌年度へ繰

り越すべき財源１億６,５２９万円を差し引きました実質収支は５億８,４１５万１,００

０円の黒字となっております。

次に、特別会計につきまして、美馬市住宅新築資金等貸付事業特別会計など全８事業の

特別会計がございますが、合計のみご報告させていただきます。

特別会計における歳入決算額は７７億６,４３８万７,０００円で、前年度決算額に比べ

まして１.５％の減となっており、予算現額に対する収入率は１０１.４％であります。一

方、歳出決算額は７６億３,９９３万６,０００円で、前年度決算額に比べまして１.９％

の減となっており、予算現額に対する執行率は９９.８％であります。

従いまして、歳入歳出差引額は１億２,４４５万円となりまして、翌年度へ繰り越すべ

き財源はありませんでしたので、実質収支は同額の１億２,４４５万円の黒字となってお

ります。

続いて、起債の状況についてご報告いたします。

一般会計では、決算年度中に７億６,２１１万９,０００円の減額となり、令和２年度末

現在高は２８６億７,９５６万６,０００円となっております。

特別会計では、決算年度中に９９万６,０００円の減額となり、令和２年度末現在高は

２,５９７万６,０００円であります。

一般会計と特別会計を合わせた令和２年度末現在高は２８７億５５４万３,０００円と
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なっております。

この結果を令和２年度末住民基本台帳人口２万７,７３８人で割りますと、市民１人当

たりの市債残高は１０３万５,０００円となります。

また、基金の状況につきましては、一般会計と特別会計を合わせて、決算年度中に１億

７,３２２万４,０００円減少し、令和２年度末現在高は８４億５,５１６万４,０００円と

なっております。

まとめといたしまして、一般会計及び特別会計全てにおいて堅実な行財政運営に努力さ

れた結果、実質収支はいずれの会計においても黒字という結果となりました。しかしなが

ら、一般会計における自主財源比率は僅か２３.９％しかなく、地方交付税などの依存財

源費率が７６.１％と歳入のほとんどを占める財政構造となっております。

起債につきましては、残高が２８７億５５４万３,０００円と依然として多額になって

おり、後年度の公債負担への影響が懸念されます。

歳入につきましては、人口減少の影響で税収が減少していくことは避けられず、依存財

源に頼らざるを得ない状況となっております。一方、歳出につきましては、高齢化の進展

に伴う社会保障関係経費などの増加により、依然として厳しい状況が続くと予想されます。

本市が将来にわたり持続的に発展していくためには、歳入に見合った歳出構造を維持し

ていく必要があります。今後は、第３次美馬市総合計画の下、人口減少社会における新た

な行政づくりを探究し、本市の目指す将来像、「美しく駆ける 活躍都市 美馬」の実現

に向け、効率的・効果的かつ将来にわたる健全な行財政運営が行われることを期待するも

のであります。

次に、公営企業会計決算についてご報告申し上げます。

それぞれ審査を実施いたしましたところ、当年度の経営成績及び財政状況を適正に表示

されていることを確認いたしました。詳細につきましては、お手元の令和２年度美馬市公

営企業会計決算書内に折り込まれております決算審査意見書のとおりでございますが、そ

の概要について一部ご報告いたします。

まずは、下水道事業会計についてご報告いたします。

令和２年度末における業務実績は、処理区域内人口が５,０３３人、処理区域内戸数は

２,１３８戸となっております。

年間処理水量は、２９万７,０００立方メートルで、年間１月平均処理水量は２万５,０

００立方メートルとなり、年間有収水量は２９万４,０００立方メートルとなりました。

経営状況につきましては、損益計算書によりますと、下水道事業収益は３億５,７８６

万円であるのに対し、下水道事業費用は３億７,１８６万５,０００円となり、収支差引１,

４００万５,０００円の当年度純損失となっております。

まとめといたしまして、下水道事業は生活環境の改善や公共用水域の水質保全など、地

域住民の暮らしを支える重要な役割を担っております。しかし、構造物等の多額の固定資

産があり、その減価償却費だけでも営業収益を大きく上回っていることなどから、事業の

継続に当たりまして、一般会計からの繰入金に大きく依存せざるを得ない状況となってお

ります。従って、今後の事業運営に当たりましては、未加入世帯の加入促進等による使用
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料の確保や一層の経費削減等によって経営の健全化に努め、市民から信頼される公営企業

としての役割を果たすよう望むものであります。

次に、水道事業会計について報告いたします。

令和２年度末における業務実績は、給水人口が２万６,５４３人、給水戸数は１万１,７

６１戸であり、前年度に比べて給水人口は３８１人減少し、給水戸数は１戸増加しており

ます。

年間配水量は４４６万２,０００立方メートルで、前年度に比べ１２万２,０００立方メ

ートルの減少となりました。

年間給水量は３１１万８,０００立方メートルで、前年度に比べ２万５,０００立方メー

トルの増加となり、年間有収率につきましては６９.９％で、前年度に比べ２.４ポイント

上回りました。

経営状況につきましては、損益計算書によりますと、水道事業収益は６億４,１２５万

円であるのに対し、水道事業費用は５億８,４９４万９,０００円となり、収支差引５,６

３０万円の当年度純利益となっております。

まとめといたしまして、水道事業は安価で良質な飲料水の安定供給を図り、もって公衆

衛生の向上と生活環境の改善に寄与することを目的としており、決して営利を目的とした

事業ではありません。基幹管路を耐震性の高い管路に布設替えをすることにより、漏水防

止や地震等の災害対策を図るなど、安全な水の安定供給とともに市民のライフラインとし

ての基幹施設の整備に努められております。一方、給水状況については、人口減少や市民

の節水意識の定着化などにより、給水収益の自然増は期待できない現状であります。従っ

て、今後の事業運営に当たりましては、次年度の負担が過重とならないよう長期的展望に

立った資金計画の精査を行い、公営企業の基本原則である企業の経済性を常に発揮すると

ともに、公共の福祉の増進に寄与されるよう望むものであります。

次に、工業用水道事業会計について報告いたします。

令和２年度末における業務実績は、基本水量が日量４,０００立方メートルの基本給水

により安定した給水収益を得られたことで累積欠損金を解消し、１,１３２万９,０００円

の利益剰余金に転じております。

経営状況につきましては、損益計算書で工業用水道事業収益は８,１３５万５,０００円

であるのに対し、工業用水道事業費用は６,４９０万９,０００円となり、収支差引１,６

４４万６,０００円の当年度純利益となっております。

まとめといたしまして、今後の事業運営に当たりましては、安定的な工業用水道料金収

入による黒字を継続し、公営企業の基本原則である企業の経済性を常に考慮するとともに

優良かつ豊富な水を企業へ安定的に供給し、効率的、効果的な運営に努められるよう望む

ものであります。

次に、簡易水道事業会計について報告いたします。

令和２年度末における業務実績は、給水人口が２９７人、給水戸数は２２４戸となって

おります。年間配水量は１１万１,０００立方メートルで、年間給水量は３万立方メート

ルとなり、年間有収率は２６.７％となりました。
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経営状況につきましては、損益計算書によりますと、簡易水道事業収益は４,０６９万

８,０００円であるのに対し、簡易水道事業費用は３,８５７万７,０００円となり、収支

差引２１２万円の当年度純利益となっております。

まとめといたしまして、簡易水道事業は、地元住民の生活に欠かせないものとなってい

ますが、過疎化の進展などにより水需要は減少し続けています。そのため、経営環境は厳

しさを増しており、一般会計からの補助金に依存せざるを得ない状況であります。今後の

事業運営に当たりましては、利用者の負担が過重とならないよう長期的展望に立った資金

計画の精査を行い、公営企業の基本原則である企業の経済性を常に発揮するとともに、公

共の福祉の増進に寄与されるよう望むものであります。

以上、決算審査報告とさせていただきます。

◎議長（林 茂議員）

以上で、監査委員の報告が終わりました。

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案中、議案第６３号及び議案第６

４号の２件につきましては、９人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、審査す

ることにいたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第６３号及び議案第６４号の２件につきましては、

９人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、審査することに決定いたしました。

委員の選任につきましては、委員会条例第８条第１項の規定により、議長においてご配

付のとおり指名をいたします。なお、本日、散会後、決算審査特別委員会を開催いただき、

正副委員長の互選をお願いしたいと思います。

次に、日程第４、議案第６６号、人権擁護委員候補者の推薦についてから議案第６９号、

人権擁護委員候補者の推薦についてまでの４件を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

ただいま上程をいただきました議案第６６号、人権擁護委員候補者の推薦についてから

議案第６９号、人権擁護委員候補者の推薦についてまでの人事案件４件についてご説明を

させていただきます。

議案書３３ページをお開きください。

議案第６６号から議案第６９号までの４議案は、人権擁護委員法第６条第３項の規定に

よりまして、議会の意見を求めるものであります。
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最初に、議案第６６号についてであります。

推薦をお願いする者は、住所は美馬市木屋平字森遠２６番地、氏名は野田照明氏であり

まして、生年月日は昭和３１年１月７日でございます。現職の委員でございます武田孝氏

が本年１２月３１日をもって任期満了となります。その後任といたしまして野田氏を推薦

するものであります。野田氏は広く社会事情に通じておられ、人格、識見ともに高く、人

権擁護委員候補者として適任であると認められますことから、推薦することについてご同

意をお願いするものであります。

議案書３４ページをお開きください。

次に、議案第６７号についてであります。

推薦をお願いする者は、住所は美馬市穴吹町三島字舞中島１３９３番地１、氏名は古淵

慈祥氏でありまして、生年月日は昭和３３年４月１２日でございます。古淵氏は現在、人

権擁護委員に委嘱されておりまして、その任期は本年１２月３１日をもって満了いたしま

す。人権擁護委員として適任であると認められますことから、再度、推薦することについ

てご同意をお願いするものであります。

議案書３５ページをお開きください。

次に、議案第６８号についてであります。

推薦をお願いする者は、住所は美馬市脇町字拝原２５８３番地１、氏名は髙田圭久氏で

ありまして、生年月日は昭和３３年７月２７日でございます。現職の委員でございます滝

川公氏が本年１２月３１日をもって任期満了となります。その後任といたしまして髙田氏

を推薦するものであります。髙田氏は長年にわたる教職員の経験を基に広く社会事情に通

じておられ、人格、識見ともに高く、人権擁護委員候補者として適任であると認められま

すことから、推薦することについてご同意をお願いするものであります。

議案書３６ページをお開きください。

次に、議案第６９号についてであります。

推薦をお願いする者は、住所は美馬市美馬町字西荒川２４番地１、氏名は逢坂祐一郎氏

でありまして、生年月日は昭和４７年７月８日でございます。現職の委員でございます笠

井真知子氏が本年１２月３１日をもって辞任となります。その後任といたしまして逢坂氏

を推薦するものであります。逢坂氏は広く社会事情に通じておられ、人格、識見ともに高

く、人権擁護委員候補者として適任であると認められますことから、推薦することについ

てご同意をお願いするものであります。

以上、４件の人事案件につきまして、原案のとおりご同意を賜りますようお願いをいた

しまして、提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いをいたします。

◎議長（林 茂議員）

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案は人事案件でありますので、成

規の手続を省略し、直ちに採決いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第６６号から議案第６９号までは、成規の手続を省
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略し、直ちに採決することに決しました。

これより、順次、採決をいたします。

初めに、議案第６６号、人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第６６号は原案のとおり同意することを決しました。

次に、議案第６７号、人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第６７号は原案のとおり同意することに決しました。

次に、議案第６８号、人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第６８号は原案のとおり同意することに決しました。

次に、議案第６９号、人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第６９号は原案のとおり同意することに決しました。

次に、日程第５、承認第１０号、専決処分の承認を求めることについて、令和３年度美

馬市一般会計補正予算（第４号）を議題といたします。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

それでは、私から承認第１０号につきましてご説明を申し上げます。

令和３年９月美馬市議会定例会議案等のファイルの４３ページをお願いいたします。

承認第１０号は、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第４号）を地方自治法第１７９

条第１項の規定により、去る７月２９日に専決処分いたしましたので、同条第３項の規定

により報告をし、承認を求めるものでございます。

４５ページをお願いいたします。

一般会計補正予算（第４号）は、第１条歳入歳出予算の補正のとおり、歳入歳出予算の
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総額に歳入歳出それぞれ２,６００万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ２０２億９,１００万円としたものでございます。

４７ページ及び４８ページの第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出の補正

額を款項ごとに区分し、掲載をしたものでございます。

それでは、まず歳出補正予算の内容につきましてご説明を申し上げます。

５２ページをお願いいたします。

新型コロナウイルスのワクチン接種を加速させるため、医療機関での個別接種に加え、

８月８日から集団接種を開始することといたしました。この集団接種に要する経費といた

しまして医師・看護師報償金など、合わせて２,６００万円を計上したものでございます。

財源は全て国庫支出金でございます。

続いて、５１ページにお戻りください。

歳入補正予算でございますが、集団接種を実施するための財源といたしまして国庫負担

金及び国庫補助金を計上しております。

以上で、専決処分をいたしました令和３年度美馬市一般会計補正予算（第４号）の説明

とさせていただきます。ご承認を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

◎議長（林 茂議員）

ただいま議題となっております承認第１０号については、８月３１日の議会運営委員会

の決定のとおり先議いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、承認第１０号については先議とすることに決しました。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ質疑の通告がありませんので、質疑なしと認めます。これをもって質

疑を終結いたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております承認第１０号については、会議規則

第３７条第３項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ござ

いませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、承認第１０号については、委員会付託を省略することに

決しました。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。これをもって討

論を終結いたします。

これより、採決いたします。

お諮りいたします。承認第１０号について、原案のとおり承認することにご異議ござい

ませんか。

（「異議なし」の声あり）
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◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、承認第１０号については、原案のとおり承認されました。

次に、日程第６、報告第５号、令和２年度美馬市健全化判断比率及び資金不足比率につ

いてから、報告第７号、一般社団法人美馬観光ビューローの経営状況についてまでの３件

についての報告を求めます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

それでは、報告第５号、令和２年度美馬市健全化判断比率及び資金不足比率についてご

説明を申し上げます。

令和３年９月美馬市議会定例会議案等のファイルの１２ページをお願いいたします。

この案件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１

項の規定により、監査委員の意見を付して報告をするものでございます。

まず、１の健全化判断比率でございますが、令和２年度の決算は、一般会計、特別会計

とも黒字であり、公営企業会計においても資金不足を生じておりませんので、実質赤字比

率、連結実質赤字比率とも数値はございません。

また、実質公債費比率につきましては、一般会計、特別会計及び公営企業会計の各会計

に一部事務組合を加えた公債費の実質的な負担の大きさを表す指標でございますが、法令

で定められた早期健全化基準の２５％に対し、本市の数値は９.７％となっております。

次の将来負担比率につきましては、市の全ての会計と一部事務組合に加え、第３セクタ

ーを含めた将来にわたって市が負担すべき実質的な債務の大きさを表す指標でございます

が、早期健全化基準の３５０％に対し、本市の数値は４１.３％となっております。

次に、２の資金不足比率につきましては、いずれの公営企業会計におきましても資金不

足が生じておりませんので、数値はございません。

以上のように、本市の令和２年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率につき

ましては、いずれも法令で定められました基準を下回っております。今後とも市債発行額

をできるだけ抑制し、後年度の財政負担を増大させないよう計画的な事業執行に努めてま

いります。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

私からは、報告第６号、株式会社ウッドピアの経営状況についてご報告いたします。



－１８－

令和３年９月美馬市議会定例会議案等のファイル１８ページをお願いいたします。

報告第６号、株式会社ウッドピアの経営状況についてでございますが、この案件は地方

自治法第２４３の３第２項の規定により報告をするものでございます。

１９ページをお開きください。

第２７期の事業実績でございます。森林整備事業としまして、造林事業や森林管理事業

などを実施し、総支出額は１億１,３１２万９,２１７円でございます。

続いて、２０ページをお願いします。

貸借対照表でございますが、令和３年３月３１日現在、資産の部では流動資産、固定資

産を合わせました資産合計額は１億５,９２３万１,７６２円でございます。

次に、負債及び純資産の部では、流動負債が１,３１３万４,３７０円、株主資本が１億

４,６０９万７,３９２円でございまして、負債及び純資産の合計額は１億５,９２３万１,

７６２円でございます。

続きまして、２１ページから２２ページに掲載しております損益計算書でございますが、

まず右の欄の収益の部としまして、売上高及び営業外収益を合わせました収益合計額は１

億１,８７０万４２５円でございます。

次に、左の欄の費用の部でございますが、売上原価と販売費及び一般管理費、営業外費

用、特別損失を合わせました費用合計額は１億１,３１２万９,２１７円でございまして、

収益合計額から費用合計額を差し引いた当期純利益は５５７万１,２０８円となっており

ます。

次に、２３ページをお願いいたします。

第２８期の事業計画書でございますが、森林整備事業としまして８,４６７万８,０００

円の予算額となっております。

以上で、報告第６号の説明とさせていただきます。

続きまして、報告第７号、一般社団法人美馬観光ビューローの経営状況についてご報告

いたします。

同じファイルの２４ページをお願いいたします。

報告第７号、一般社団法人美馬観光ビューローの経営状況について、地方自治法第２４

３の３第２項の規定によりまして報告をするものでございます。

２５ページをお開きください。

令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの事業実績でございます。脇町劇場・吉

田家住宅管理運営事業、美馬市観光交流センター管理運営事業などを実施しまして、総支

出額は１億９７４万７,１０４円でございます。

続いて、２６ページをお願いいたします。

貸借対照表でございますが、令和３年３月３１日現在、資産の部では現金、普通預金な

どの流動資産額が５,７０２万５,２９９円でございます。

次に、負債及び純資産の部では、未払金、未払費用などの流動負債が３,７３５万４,７

５１円、純資産の部では資本金、利益剰余金の株主資本が１,９６７万５４８円でござい

まして、負債及び純資産の合計額は５,７０２万５,２９９円でございます。
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続きまして、２７ページから２８ページに掲載しております損益計算書でございます。

まず、右の欄の収益の部としましては、純売上高と営業外収益を合わせました収益合計

は１億１,６８０万５,７７４円でございます。

続きまして、左の欄の費用の部でございますが、売上原価と販売費及び一般管理費、営

業外費用を合わせました費用合計額は１億９７４万７,１０４円でございまして、収益合

計から費用合計を差し引いた当期純利益は７０５万８,６７０円となっております。

次に、２９ページをお願いいたします。

令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの事業計画書でございますが、吉田家住

宅管理運営事業ほか４事業の実施に当たり、１億２,３３５万９,０００円の事業予算額と

なっております。

以上で、報告第７号の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

◎議長（林 茂議員）

以上で報告が終わりました。

次に、日程第７、発議第６号、美馬市議会政務活動費の特例に関する条例の制定につい

てを議題といたします。

提案の理由の説明を求めます。

◎５番（田中義美議員）

はい、５番。

◎議長（林 茂議員）

はい、議会運営委員長、田中義美君。

［５番 田中義美議員 登壇］

◎５番（田中義美議員）

議長のご指名がございましたので、ただいま上程いただきました発議第６号、美馬市議

会政務活動費の特例に関する条例の制定について、提案理由の説明をさせていただきます。

本発議は、地方自治法第１０９条第６項及び美馬市議会会議規則第１４条第２項の規定

により、議会運営委員会発議として提出するものです。

このたびの条例は、新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい社会情勢の下、様々

な経済対策が実施されておりますが、市議会としても市の新型コロナウイルス感染症対策

の費用に充てるため、政務活動費の後期分を交付しないとするものです。政務活動費は会

派に所属する議員１人当たり月額２万５,０００円を年２回に分けて交付していますが、

本条例により１０月から３月までの後期分については交付しないとするものです。

以上で、発議第６号について、提案理由の説明を終わります。

ご審議いただき、議員各位のご賛同を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

◎議長（林 茂議員）

以上で、説明は終わりました。

お諮りいたします。ただいまの発議第６号の趣旨は簡明であります。よって、成規の手

続を省略し、直ちに採決いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）



－２０－

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。

よって、成規の手続を省略し、直ちに採決することに決しました。

発議第６号、美馬市議会政務活動費の特例に関する条例の制定についてを採決いたしま

す。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、発議第６号は原案のとおり可決されました。

次に、休会についてお諮りいたします。会期中の会議日程についてはご配付のとおりで

ありますが、明日９月８日から９月１３日までの６日間は、議案精査及び市の休日のため

休会といたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。

よって、明日９月８日から９月１３日までの６日間は休会とすることに決しました。

以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。

なお、次会は９月１４日午前１０時から再開し、代表質問及び一般質問を行います。

本日はこれをもって散会といたします。

散会 午前１１時０９分



－２１－

会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。

令和３年９月７日

美馬市議会議長

美馬市議会副議長

会議録署名議員 １３番

会議録署名議員 １４番

会議録署名議員 １５番


